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はじめに

u現在，スマートフォンやスマートウォッチなどで，
⼼拍数や睡眠の深さなど様々な⽣体反応を計測す
ることが可能であり，それらを利⽤したアプリ
ケーションが出てきている．

u本研究では，睡眠管理アプリに関する研究論⽂や，
実際に利⽤可能なアプリの調査を⾏った．



関連研究

参考⽂献1

u スマートフォンを利⽤して腹部の動きといびきの⾳を測定することで、
無呼吸状態の検出できるシステムの提案を⾏った研究がある．実験の
結果，実験の結果，腹部の動きの加速度の値といびきの⾳量から無呼
吸状態の判断が可能となった．

参考⽂献2

u 照明の⾊や明るさを調整し⼊眠を促進することで，睡眠後のすっきり
感を提供する室内環境演出⽅法の提案を⾏った研究がある．実験の結
果，⼊眠時刻に個⼈差があり，照度と⼊眠時刻に関係は⾒られなかっ
た．



スマートフォンによるアプリ

u Sleep Meister
本アプリは，個⼈（naoya

araki)によって開発されたアプ
リで，枕元に iPhoneを置いて
寝ることで，iPhoneの加速度セ
ンサにより寝返りによる体の揺
れや振動などを感知し，睡眠時
間や眠りの深さなどを計測する
ことができる睡眠アプリ．



u Sleep Cycle
本アプリは Sleep Cycle AB 
社によって開発されたアプリで，
睡眠の状態を録⾳による計測と
加速度センサによる計測ができ，
取得した睡眠のデータから，ど
のステージの睡眠状態にあるか
を正しく把握することができる
睡眠アプリ．



スマートウォッチによるアプリ
u Somnus
本アプリは Somnus株式
会社によって開発されたア
プリで，Apple Watchから取
得されるヘルスケアデータ
をもとに，睡眠データの分
析やスコア化，睡眠負債
データをもとに，睡眠デー
タの分析やスコア化，睡眠
負債データなどを検出や分
析することができるアプリ．



u Auto Sleep
本アプリはTantsissaHolding

s株式会社によって開発された
アプリで，Apple Watch から取
得されるヘルスケアデータをも
とに，睡眠データの分析やスコ
ア化，睡眠負債データなどを検
出や分析をすることができる睡
眠アプリ．



おわりに

u本研究では，睡眠管理アプリに関する論⽂や実際
のアプリについての調査研究を⾏なった．

u今後，利⽤可能なアプリを利⽤した実験を⾏い，
睡眠調査票を利⽤した主観的な評価とどの程度⼀
致が⾒られるか検証を⾏う
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